
（12）

この区議会だよりは、再生紙（再生紙活用率１００％）を活用しています。

第２４８号 平成２９年（２０１７年）４月２８日

し
た
。
そ
の
な
か
で
も
、
燃
料

電
池
自
動
車
（
Ｆ
Ｃ
Ｖ
）
の
普

及
台
数
目
標
は
、
２
０
３
０
年

ま
で
に
約　

万
台
、
水
素
ス
テ

８０

ー
シ
ョ
ン
の
整
備
目
標
は
、
２

０
２
５
年
度
ま
で
に
約
３
２
０

箇
所
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
か

し
、
２
０
３
０
年
時
点
の
Ｆ
Ｃ

Ｖ
普
及
台
数
目
標
を
達
成
す
る

た
め
に
は
、
９
０
０
基
程
度
の

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
必
要
と

見
込
ま
れ
て
お
り
、
そ
の
実
現

に
向
け
て
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
整
備
の
相
当
な
加
速
化
が
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

国
は
燃
料
電
池
自
動
車
・
水

素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
に
関
す
る

規
制
の
見
直
し
を
進
め
て
い
ま

す
が
、
全
国
に
水
素
ス
テ
ー
シ

ョ
ン
の
整
備
拡
大
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
事
業
者
に
よ
る
一

層
の
技
術
開
発
等
の
努
力
に
加

え
て
、
国
に
お
い
て
も
さ
ら
な

る
規
制
の
見
直
し
が
求
め
ら
れ

ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
海
外
で
は
一
般

的
と
な
っ
て
い
る
水
素
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
用
蓄
圧
器
に
複
合
圧
力

容
器
を
使
用
す
る
こ
と
は
、
我

が
国
で
も
よ
う
や
く
認
め
ら
れ

た
と
は
い
え
、
高
価
な
炭
素
繊

維
の
使
用
は
コ
ス
ト
ア
ッ
プ
の

要
因
に
な
っ
て
お
り
、
水
素
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
の
運
営
コ
ス
ト
の

低
減
や
蓄
圧
器
材
料
に
安
価
な

ク
ロ
ム
モ
リ
ブ
デ
ン
鋼
等
を
使

用
で
き
る
よ
う
に
す
る
な
ど
、

一
層
の
規
制
緩
和
を
行
う
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
国

に
対
し
、
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

の
整
備
を
促
進
す
る
た
め
、
次

の
事
項
に
つ
い
て
取
り
組
ま
れ

る
よ
う
強
く
求
め
ま
す
。

１　

水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
の
セ

ル
フ
充
て
ん
の
ハ
ー
ド
・
ソ
フ

ト
の
基
準
整
備
を
行
う
こ
と
。

２　

海
外
で
の
使
用
実
績
を
考

慮
し
て
水
素
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
用

蓄
圧
器
の
使
用
可
能
鋼
材
を
拡

大
す
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
経
済
産
業

大
臣
、
内
閣
府
特
命
担
当
大
臣

（
規
制
改
革
）
あ
て
〉

 　

核
家
族
化
と
少
子
高
齢
化
に

よ
り
増
加
の
一
途
を
た
ど
る
空

室
・
空
き
家
へ
の
対
策
や
、
外

国
人
旅
行
者
等
の
急
増
に
よ
る

宿
泊
施
設
の
不
足
へ
の
対
応
等

に
お
い
て
、
政
府
が
検
討
を
進

め
て
い
る
既
存
住
宅
等
を
宿
泊

施
設
と
し
て
活
用
で
き
る
よ
う

に
す
る
「
民
泊
」
制
度
の
法
制

化
は
大
変
に
有
意
義
な
取
り
組

み
で
あ
る
と
考
え
ま
す
。

　

実
際
に
、
我
が
国
の
空
室
や

空
き
家
は
２
０
１
３
年
の
時
点

で
約
８
２
０
万
戸
、
う
ち
耐
震

性
等
が
あ
り
駅
か
ら
１
灼
以
内

の
賃
貸
用
空
室
は
約
１
３
７
万

戸
、
空
き
家
は
約　

万
戸
も
あ

４８

り
、
こ
れ
ら
の
利
活
用
は
地
域

の
新
た
な
活
力
を
生
み
出
す
大

き
な
力
と
な
り
得
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
２
年
に
８
３

６
万
人
だ
っ
た
訪
日
外
国
人
旅

行
者
数
は
、
２
０
１
６
年
に
は

そ
の
３
倍
の
２
４
０
０
万
人
を

突
破
し
、
さ
ら
に
政
府
は
２
０

◆
地
域
の
実
情
に
応
じ
て

運
用
で
き
る
「
民
泊
」

の
法
制
化
を
求
め
る
意

見
書

２
０
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク・

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
年
に
は
４

０
０
０
万
人
の
目
標
を
掲
げ
る

中
で
、
外
国
人
観
光
客
の
急
増

に
よ
る
宿
泊
施
設
の
不
足
も
懸

念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
さ
に
、
こ
れ
ら
の
諸
課
題

に
対
応
す
る
「
民
泊
」
の
推
進

は
、
地
域
の
遊
休
資
産
を
有
効

に
活
用
す
る
こ
と
に
よ
る
地
域

経
済
の
活
性
化
や
、
管
理
が
行

き
届
い
て
い
な
い
空
き
家
等
の

適
正
な
管
理
に
よ
る
住
環
境
の

改
善
へ
の
寄
与
が
期
待
さ
れ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
日
本
と
は
全
く
異

な
っ
た
文
化
や
環
境
の
中
で
育

っ
た
外
国
人
旅
行
者
の
地
域
に

お
け
る
住
宅
等
の
利
用
に
お
い

て
は
、
地
域
住
民
と
旅
行
者
の

間
で
の
気
配
り
と
協
力
に
よ
る
、

互
い
の
安
全
と
安
心
の
確
立
の

た
め
の
き
め
細
か
い
対
応
も
求

め
ら
れ
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
政
府

が
「
民
泊
」
を
推
進
す
る
際
は
、

国
内
外
の
旅
行
者
等
の
受
け
入

れ
に
よ
る
観
光
振
興
と
あ
わ
せ

て
地
域
社
会
の
健
全
な
発
展
の

両
立
を
図
る
た
め
に
、
様
々
な

課
題
へ
の
対
応
を
総
合
的
に
進

め
な
が
ら
、
こ
の
事
業
が
地
域

に
お
い
て
持
続
可
能
な
も
の
と

し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
、
中
野
区
議
会
は
政

府
に
対
し
、「
民
泊
」制
度
の
法

制
化
に
当
た
り
、
宿
泊
施
設
と

し
て
必
要
な
安
全
性
等
を
確
保

す
る
と
と
も
に
、
地
域
住
民
と

旅
行
者
の
安
全
と
安
心
の
確
立
、

並
び
に
地
域
の
実
情
に
合
わ
せ

て
将
来
に
わ
た
り
豊
か
で
住
み

良
い
地
域
の
実
現
に
寄
与
す
る

よ
う
に
、
次
の
事
項
に
つ
い
て

特
段
の
配
慮
を
求
め
ま
す
。

１　

国
の
法
令
に
基
づ
き
、
地

域
住
民
と
旅
行
者
が
安
全
に
安

心
し
て
「
民
泊
」
制
度
を
運
用

す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
よ
う
、

国
が
責
任
を
持
っ
て
必
要
な
基

準
を
定
め
る
こ
と
。

２　
「
民
泊
」の
運
営
に
関
す
る

実
態
の
監
視
や
様
々
な
ト
ラ
ブ

ル
に
迅
速
か
つ
適
切
に
対
処
す

る
体
制
を
国
の
責
任
に
お
い
て

整
備
す
る
こ
と
。

３　

地
域
の
実
情
に
応
じ
て
適

切
な
「
民
泊
」
の
運
営
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
、
自
治
体
が
条
例

の
制
定
等
に
よ
り
地
域
独
自
の

ル
ー
ル
等
の
構
築
が
可
能
と
な

る
よ
う
に
す
る
こ
と
。

〈
内
閣
総
理
大
臣
、
総
務
大
臣
、

国
土
交
通
大
臣
、
内
閣
府
特
命

担
当
大
臣
（
規
制
改
革
）あ
て
〉

の
提
出
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

第
４
号
陳
情　

大
和
保
育
園
仮

設
園
舎
で
の
運
営
を
公
営
で
お

こ
な
う
こ
と
等
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

第
５
号
陳
情　

南
台
保
育
園
の

仮
設
園
舎
の
運
営
を
民
営
で
行

う
こ
と
に
つ
い
て

―
賛
成
少
数

 
《
厚
生
委
員
会
付
託
》

第
１
号
陳
情　

精
神
障
害
者
も

心
身
障
害
者
医
療
費
助
成
制
度

（
マ
ル
障
）
の
対
象
と
す
る
こ

と
に
つ
い
て
の
陳
情
書

継
続
審
査

審
議
結
果

陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳陳
情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情情
のののののののののののののののののののののの

　

第
１
回
定
例
会
に
お
け
る
陳

情
の
審
議
結
果
は
、
次
の
と
お

り
で
す
。

 
第
２
号
陳
情　

区
役
所
・
サ
ン

プ
ラ
ザ
地
区
の
再
整
備
を
独
自

性
・
先
進
性
に
富
む
も
の
と
す

る
こ
と
に
つ
い
て

―
賛
成
多
数

 
第
３
号
陳
情　
「
保
育
予
算
を

大
幅
増
額
し
、
安
心
で
き
る
保

育
の
実
現
を
求
め
る
意
見
書
」

採

択

不

採

択
 　

議
案
・
陳
情
の
審
議
に
あ
た

り
、
次
の
議
員
が
討
論
を
行
い

ま
し
た
。

《
議
案
》

 
◆
反
対
討
論

　

長
沢　

和
彦 

（
共
産
）

　

渡
辺　

た
け
し 
（
無
所
属
）

 

（
審
議
結
果　

可
決
）

 
◆
反
対
討
論

　

石
坂　

わ
た
る 
（
無
所
属
）

 

（
審
議
結
果　

否
決
）

《
陳
情
》

 
◆
賛
成
討
論

　

広
川　

ま
さ
の
り 
（
共
産
）

 

（
審
議
結
果　

不
採
択
）

議
案
・
陳
情

議
案
・
陳
情
にに

対
す
る
討

対
す
る
討
論論

中
野
区
役
所
の
位
置
の
変

更
に
関
す
る
条
例

テ
ロ
等
準
備
罪
の
新
設
中

止
を
求
め
る
意
見
書

第
４
号
陳
情

第
５
号
陳
情

　

１
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

２３

２４

▼
子
ど
も
文
教
委
員
会

　

１
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

２５

１５

▼
少
子
高
齢
化
対
策
調
査
特
別

委
員
会

　

２
／
１　

報
告
４
件
を
聴
取

▼
区
内
駅
周
辺
等
ま
ち
づ
く
り

調
査
特
別
委
員
会

　

１
／　
　

報
告
７
件
を
聴
取

２０

▼
議
会
運
営
委
員
会

２
／
２　

第
１
回
定
例
会
の

日
程
な
ど
を
協
議

２
／
９　

第
１
回
定
例
会
の

招
集
日
の
確
認
や
日
程
な
ど

を
協
議

 　

現
在
予
定
さ
れ
て
い
る
議
会

日
程
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
第
２
回
定
例
会
（
予
定
）

 

６
月
１
日
～
６
月　

日
１５

●
閉
会
中
の
委
員
会

　

総
務
委
員
会 

５
月　

日
１１

　

厚
生
委
員
会 

４
月　

日
２８

　

議
会
運
営
委
員
会

 

５
月
８
日

　

議
会
日
程
は
変
更
さ
れ
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
、

中
野
区
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま

た
は
区
議
会
事
務
局
へ
。

今
後
の
議
会
日
程

▼
総
務
委
員
会

　

１
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

２５

１１

▼
区
民
委
員
会

２
／
１　

足
立
区
の
生
活
環

境
の
保
全
に
関
す
る
条
例
に

つ
い
て
視
察
、
報
告
５
件
を

聴
取

▼
厚
生
委
員
会

　

１
／　
　

報
告　

件
を
聴
取

２５

１２

▼
建
設
委
員
会

結果無所属
（８）

民 進
（５）

共 産
（７）

公 明
（９）

自 民
（１２）

会派名等
（議員数）件　名

区長提出議案
可 決○×○×○○平成２８年度中野区一般会計補正予算（第７次）
可 決○×○×○○平成２８年度中野区介護保険特別会計補正予算
可 決○×○×○○平成２９年度中野区一般会計予算
可 決○×○×○○平成２９年度中野区国民健康保険事業特別会計予算
可 決○×○×○○平成２９年度中野区後期高齢者医療特別会計予算
可 決○×○×○○平成２９年度中野区介護保険特別会計予算

可 決○×○×○○中野区個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の一部を改正
する条例

可 決○×○×○○中野区議会議員の議員報酬及び費用弁償等に関する条例の一部を改正する条例
可 決○×○×○○中野区長等の給料等に関する条例の一部を改正する条例
可 決○×○×○○中野区個人情報の保護に関する条例等の一部を改正する条例
可 決○×○×○○中野区役所の位置の変更に関する条例（★特別多数議決）
可 決○×○×○○中野区介護保険条例の一部を改正する条例
可 決○×○×○○中野区国民健康保険条例の一部を改正する条例
可 決○×○×○○平成２９年度中野区一般会計補正予算（第１次）
可 決○×−○×○○仮称平和の森公園体育館新築工事等請負契約

陳　情

採 択○×○×○○区役所・サンプラザ地区の再整備を独自性・先進性に富むものとすること
について

不採択○×○○××大和保育園仮設園舎での運営を公営でおこなうこと等について
不採択○×○○××南台保育園の仮設園舎の運営を民営で行うことについて

※会派等の略称〔自民：自由民主党議員団、公明：公明党議員団、共産：日本共産党議員団、民進：民進党議員団、無所
属：無所属議員〕
　議員数は議長を除く。無所属議員については、会派と同様の扱いで掲載しています。
★特別多数議決：区役所の位置の変更に関する条例は、地方自治法第４条第３項の規定により出席議員の３分の２以上の
同意が必要。
当日の出席議員数は４２人（議長含む）で、３分の２は２８人。
賛成は、自民、公明、民進に所属する議員、小宮山たかし議員、石坂わたる議員、近藤さえ子議員の３０人、反対は、共産
に所属する議員、渡辺たけし議員、内野大三郎議員、細野かよこ議員、いながきじゅん子議員、むとう有子議員の１２人。

【○：賛成　×：反対　−：退席】意見の分かれた案件（第１回定例会）閉

会

中

の

委
員
会
の
動
き

平
成　

年
１
月
～
２
月

２９


